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第 ７ 回 北 信 野 球 の 日 実施報告
令和６年１２月１日（日）

※関係のべ人数3310名

野球教室
2会場

関係者総数：３５６名

野球交流会
１２会場

関係者総数：８２６名

長野オリンピック
スタジアム

第1部9:30~11:30
第2部12:30~14:30

関係者総数名2191名

継続イベント普及イベント

普 及 イ ベ ン ト
対象：野球未経験者

ソフトボール体験

運動プログラム

入場者数１７５１名
（受付フォーム結果）
運営スタッフ440名

ラグビー体験

キャッチボール体験

ホームラン競争

ソフトボール
V S
野球ホームラン体験

ストラックアウト
スピードガン体験
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野 球 教 室 関係者３５６名

対象：少年野球４年生 2６２名 スタッフ：９４名

信濃グランセローズ
中野立志館会場

信越硬式野球クラブ
信越グランド会場

信濃グランセローズ選手 １０名
中野立志館高校野球部員 ４名

中野西高校野球部 ３４名

信越硬式野球クラブ選手 1９名
長野工業高校野球部員 ２７名

野 球 交 流 会 参加者82６名

少年野球高学年４２８名 中学軟式・硬式３９８名

参加
少年野球
１３６名

参加
少年野球
１２６名

飯山高校会場
少年野球 ４０名
中学生 ４５名

松代高校会場
少年野球 ３３名
中学生 ３６名

長野高校会場
少年野球 ３６名
中学生 ３５名

屋代高校会場
少年野球 ４０名
中学生 ４６名

篠ノ井高校会場
少年野球 3０名
中学生 ３７名

長野商業高校会場
少年野球 ３４名
中学生 ３４名

長野工業高校会場
少年野球 ３３名
中学生 ２７名

須坂創成高校会場
少年野球 ４９名
中学生 ３０名

長野東高校会場
少年野球 ２８名
中学生 ２２名

長野南高校会場
少年野球 ３５名
中学生 ２５名

更級農業高校会場
少年野球 ４１名
中学生 ３７名

中野西高校会場
少年野球 ２９名
中学生 ２４名
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北信野球の日小中交流会 開催報告 

 

 北信地区野球協会は１２月１日（日）に小学５、６年生対象の「小中交流会」を小学生  

３８８人、中学生４４０人、合計８２８人の参加のもと、北信地区高校グラウンド１２会場

で盛大に実施しました（飯水地区のみ１１月１６日に実施）。 

 小学生が近隣少年野球チームの児童や中学生と交流したり、試合や硬式球での体験を行

ったりする中で、「中学校でも野球をしたい！」という意欲を高める目的で交流会を実施し

ました。 

 交流会では、他の少年野球チームの児童や中学生とチームを組んで活動を行いました。は

じめはお互いにかたさが見られましたが、徐々に打ち解け、試合中の応援やハイタッチ、そ

してたくさんの笑顔が見られました。 

参加した児童からは「先輩たちが優しく接してくれて、嬉しかった。早く先輩たちと一緒

に活動したい」といった声が聞かれました。また観戦していた保護者の方からは「普段は同

じチームのため真剣勝負をすることがない友達と対戦しており、とても楽しかった」、「いつ

もとは違うポジションをやっている」、「子どもが所属している少年野球チームは高学年が

少ない。今日のように高学年のたくさんの仲間とレベルの高い試合ができて楽しそうだ。と

ても貴重な機会でありがたい」といった声が寄せられました。 
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また硬式球体験では、普段よりも大きく重いボールやバットを使い、バッティング練習や

守備練習を行いました。「打った時のカキーンという音が良く、とても楽しかった」、「芯を

外すと、手がしびれて痛い…」。実際にやってみることで、硬式球で野球をすることの面白

さや難しさを感じることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青空の下、バッティング練習          高校の室内練習場をお借りして活動 

 

 終わりの会では参加した中学生チームがパフォーマンスや実技を披露し、それぞれのチ

ームを PR すると共に、会場を盛り上げました。 

 天候にも恵まれ、新たな仲間との出会い、そしてその仲間と野球をすることの楽しさを感

じられたと思います。小学生の皆さんには今回の交流会だけでなく、中学生チームの体験会

などにも積極的に参加し、中学校でも野球を続けてもらえればと思います。 
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（各ブロックの決勝に進出した８チームの集合写真） 

 

第２回長野県ティーボール大会 開催報告 

 

長野県野球協会と北信地区野球協会は 11 月 23 日（土）に U－10（小学１～４年生）対象の

「第２回長野県ティーボール大会」を選手約 300 人、家族や指導者ら約 900 人、計約 1,200 人

の参加のもと、長野オリンピックスタジアムで盛大に実施しました。 

ティーボールは投手が投球する代わりに、棒状の台（バッティングティースタンド）にボール

を置き、バットで打つ競技であり、野球への入り口として親しまれています。今回は第２回大会

ということで、連続出場したチームを中心にスピード感のあるプレーやアグレッシブなプレーも

多く見られました。普段は基本練習に偏りがちな年齢の子も試合の中で動きを学んだり、声を掛

け合ったりする姿があり、野球の楽しさの一端に触れる機会となりました。何より「チームの一

員として大会に参加し、プレーできた時間は今後のモチベーションアップにつながる」と各チー

ムより声が寄せられました。 

 

【力を込めてバッティング！！】       【塁間１６ｍ 全力疾走☆】 

 

太陽の光が射し、野球日和の中、東北信地区の計２４チームが参加しました。その中には県内

各地からの個人として参加する子どもたちの姿もありました。４ヵ所の特設ダイヤモンドで、４

ブロック各６チームに分かれ、順位を決める予選リーグと一発勝負の決勝トーナメントを実施し

ました。接戦の試合が多く、最後の打者まで勝敗がわからない好ゲームばかりでした。信越硬式

野球クラブのご協力でスムーズな試合進行ができたことも、ありがたいことでした。 

★★試合結果★★ 

 優 勝 準優勝 

A ブロック みゆき野ティーボールクラブ A 延徳ネクサスライオンズ 

B ブロック 南部上高田少年野球 長野東 junior 

C ブロック 望月リーグ 御厨神宮少年野球 

D ブロック 上田南 みゆき野ティーボールクラブ B 
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★★優勝チーム★★ 

みゆき野ティーボールクラブ（飯山市）          南部上高田少年野球（長野市） 

   

望月リーグ（佐久市）                 上田南（上田市） 

 

今大会も「野球やソフトボールを始めるきっかけとなってもらいたい」「打つ・捕る・投げる

といった競技性に触れ、楽しさを味わってもらいたい」「子どもが楽しむ姿を保護者に見てもら

い、一緒に楽しんでもらいたい」という願いをもって大会を運営しました。選手全員が参加で

きる試合形式が共感を呼び、笑顔と歓声の絶えない大会となりました。保護者からは「普段は

試合に出ることがないので、試合をしている姿が見られて嬉しい」「子どもが楽しかったと言っ

ていた」「伸び伸びプレーしていて雰囲気がよかった」などの声が寄せられました。 

 

【広々とした人工芝へ気持ちよくスイング】   【お母さんも指導者も楽しく応援！！】 

 

子どもたちの真剣な眼差しと笑顔は未来へつながる宝物です。今大会を通じて、昭和の時代に

小学校の校庭でバットを用いずに手でゴムボールを打つ「ハンドベースボール」で仲間たちと楽

しんでいた光景が連想されました。小学生にとって、投手がストライクを投げ続け、打者が正確

に打つのは難しいものがあります。その点でティーボールは５，６年生で野球を本格的に始める

先駆けとして取り組む競技としてふさわしいと感じました。練習試合や紅白戦でティーボールを

行ってみてはいかがでしょうか。 

 野球人口の底辺拡大と野球振興をめざす長野県野球協会は、来年度も北信地区野球協会ととも

に、「プレーをする楽しさ」と「勝敗を競う楽しさ」を融合した第３回大会を開催したいと考え

ております。併せて、今後、ティーボールが他地区にも拡がるように、発信に努めてまいります。 
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北信地区野球協会 令和６年度総会 

野球の日実行委員会 令和６年度事業報告 

委員長 宮嵜 平（須坂創成高校所属） 

１ 令和６年度の活動方針 

野球競技人口の推移とこれまでの実行委員会としての活動から野球というスポーツの普及と競技

者の継続を目的とした「第７回北信野球の日」の計画と運営 

 

２ 令和６年度活動目標 

①第７回北信野球の日の内容検討と実行 

②第７回北信野球の日の全容分析 

 

３ 令和６年度実施事業 

①第７回北信野球の日 

 普及イベント：野球未経験者を主に対象とした長野オリンピックスタジアムでの体験会 

 継続イベント：少年野球４年生対象の野球教室、少年野球高学年と中学生との野球交流会 

 

４ 活動目標に対する成果と課題 

成果 

普及イベント：来場者総数 1751 名、来場子どもアンケー

トでは「楽しかった」100％ 「楽しくなかった」0％ 

来場者保護者アンケートでは「大変よかった」83.7％ 

「よかった」16.3％ 「どちらともいえない」0％とな

り、入場者数は例年並みを大きく上回った。成果として

は上々である。 

野球教室：プロ・社会人チームの選手が講師となり２会

場で少年野球４年生 356 名が参加した。 

野球交流会：少年野球 428 名、中学生 398 名が参加し

た。今年度交流会は中学硬式も含め、開催できた。昨年

よりも会場を前回よりも２会場増やし、より多くの子供

達が交流し、野球を楽しんでもらえた。 

課題 

普及イベント：昨年度の反省より、5・6・７歳をメイン

ターゲットとしたく、幼稚園・保育園にも開催チラシを

配布した。チラシの分配は委員会関係なく多くの方に手

伝って いただき効率的に遂行できたが、配布に関しては

課題を残す。 

野球教室：昨年度の反省から、高校生を多く動員でき

た。今回は４年生限定だったが、さまざまな角度から内

容の検討を続けていく。 

野球交流会：立ち上げから 3 回目となり、形になりつつ

あり、内容も盛況をいただいている。高校生を配置した 

会場は須く好評をいただいている。次回は高校生の配置

を検討したい。 

 

【総括】 

 普及イベントも継続イベントも人数を見れば盛況と言える。アンケート結果等を見ても概ね成功

したと言えるが、やはり野球人口の増加を目的としているので、そちらが達成されることが真の意

味での成功となるのだろう。この件については実行委員会での活動にのみならず全チームの課題と

なる。継続活動と合わせ、野球競技の発展をお願いしたい。 
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北信地区野球協会 令和 6 年度総会 

普及委員会 令和 6 年度事業報告 

委員⾧ 清水伸彦（⾧野市少年野球連盟所属） 

１ 令和 6 年度の活動方針 

野球・ソフトボールを含めたベースボール型球技の普及活動を支援する。特に、小学校低学年及

び幼保への働きかけを目指し活動を行う。同時に、離脱する子どもを減らしていくことも目指した

い。あるべき普及のために、広報委員会及び指導力・競技力向上委員会との連携を密にする。 

 

２ 令和 6 年度活動目標 

①地域移行を見据えた普及活動の実践  
複数チームによる活動 

②Ｕ-8 及び幼保未就学児への普及イベントにおけるベースボール型球技体験の実施 
③第 2 回Ｔボール大会への運営協力 

 

３ 令和 6 年度実施事業 

①複数チームでの合同練習をＵ12 多数のチームで実施。 

②NAGANO スポーツフェスティバルでのキッズ野球体験会を実施運営。 

並びに学校法人篠ノ井学園南⾧野幼稚園でのＢＢ型体験活動を実施。 

③第 2 回Ｔボール大会へのＵ12 各チーム参加。 

４ 活動目標に対する成果と課題 

成果 

①Ｕ12 学童各チームおいて、公式戦、オープン戦終了時

に引き続き合同練習の機会を設定し実施。委員会で把握

しているだけで 50 回以上の機会、40 以上のチームで実

施。 

 

②NAGANO スポーツフェスティバルへの運営協力。キッ

ズ野球体験会の場と捉え、北レクで実施。当日参加を含

めて 5 名の児童と 6 名の未就学児、14 名以上の保護者、

また 3 名の 3 年生少年野球選手がサポート。 

また、今年度協会初めての事業として幼稚園へ出向いて

の普及活動を実施。学校法人篠ノ井学園⾧野俊英高等学

校スポーツクラス授業の一環として戸谷先生、湯本先生

引率で協力を仰ぎました。（参加年⾧園児 49 名、高校生

28 名、協会普及委員他スタッフ 9 名） 

 

③Ｕ8 の選手中心に各チームで参加。 

課題 

１）合同練習時は、高学年グループ、低学年グループに

分けて実施したケースがあり、実施するチームの人数と

会場によってはそれが十分可能だと考える。それぞれの

レベル、見据える方向を鑑みながら活動できれば各チー

ムの選手、指導者のスキルアップに繋がり抱える悩みも

共有、解決の糸口の発見に繋がると考える。 

２）幼稚園へ出向いての普及に大きな可能性を感じた。

特に今回は俊英高校の協力もあり、フレンドリーな雰囲

気、園児目線に立った普及活動が出来たのではないか。

参加協力いただいた高校生に深く感謝したい。 

３）各団体や各チームにおいて行われている普及活動の

ノウハウを北信地区野球協会の持つ情報資源として活用

していきたい。 

４）NAGANO スポーツフェスティバル参加対象者を、初

めて未就学児に広げたが参加人数は減少。昨年の会場の

オリスタと、今年の会場北レクとの違いも要因だったか

と思われる。 

 

【総括】 

 U-8 を大切にしながら各カテゴリー及び各チームが活動していけるようアイディアを集め、機会
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を持ちみなさんと共有していきたい。そのためにも、自チームの活動だけにとらわれず、広い視野

を持って各カテゴリー及び各チームと活動していきたい。もちろん勝負ごとにおける勝敗は重要で

す。北信地区野球協会は更にその一歩先、野球を始める前の子どもたち、野球を始めたばかりの子

どもたちを大切にできているかを重要な推進軸の一つとしたい。≪⾧野県野球協会の活動理念に基

づけば≫野球というスポーツを選んでもらい、野球というスポーツに触れてもらい野球人口の維持

増加に注力したいところです。今年度もさまざまな場面でみなさまに普及活動を展開していただき

感謝申し上げます。次年度以降もさらに力強い普及活動を展開していけるよう普及委員会としても

尽力して参ります。 
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北信地区野球協会 令和６年度総会 

 

広報委員会 令和６年度事業報告 

委員長 長谷川 良人（千曲市立屋代中学校） 

１ 令和６年度の活動方針 

北信地区野球協会の行う普及活動、指導・競技力向上にかかわる事業の先行的な発信と共有 

 

２ 令和６年度活動目標 

ＳＮＳ（Facebook・Twitter・Instagram）、ホームページなどでの継続的な情報発信 

フォロワー数、リーチ数の増加 

北信地区野球協会での協賛・協力企業の広告的価値増加 

 

３ 令和６年度実施事業 

普及活動、指導競技力向上にかかわる事業の募集、活動内容の周知 

【継続】 ①活動・事業の様子の発信。   

→フォロワー数・リーチ数の増加 Instagram１１００ X（Twitter）２００ 

→U-12 選手募集発信 

【継続】②広告ツールを活用し、野球関係事業の参加希望者への周知、募集を図る。 

 →U-１２選手募集チラシの HP 掲載数の増加 

 →広告配布 

（北信地区幼保小５００００部配布、ティーボール大会北信地区小１～４年２００００部） 

【継続】③北信地区野球協会への賛助企業の募集 イメージアップ 

     →「北信野球の日」への集客力 

     → 企業広告への寄与 

４ 活動目標に対する成果と課題 

 成果 課題 

① フォロワー数 Instagram：８９４→１３６０ 

X（Twitter）：１５３→１５５ 令和７年１月８日現在 

北信地区野球協会への協賛企業・団体を紹介した。 

チーム選手募集チラシを北信野球の日に配付 

北信野球の日でのフォロワー数増加の取

り組みを継続的に行う必要がある。 

協賛企業・団体・個人による寄付は、未

だに苦しい面がある。 

② U-15 北信野球チームマップを作成。 

U-12/U-15 チームマップ･募集広告の野球の日に配付、掲示。 

時期、内容を確認し、宣伝費をかけて情

報を発信していく必要がある。 

③ 北信野球の日 チラシ配布数 50,000 枚（北信地区幼保小）私立の園にも配付を拡

大。ティーボール大会のチラシを今年は配付しませんでした。 

賛助会員を SNS で発信。 

配付チラシの仕分け作業は労力を要す

る。 
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北信地区野球協会 令和６年度総会 

指導力・競技力向上委員会 令和６年度事業報告 

委員長 山本 一博（南長野 BBC篠ノ井 WEST） 

１ 令和６年度の活動方針 

・指導者の指導力向上を目指して講習会の実施や，県協議会のライセンス取得の推進。 

・選手の技能向上・健全育成を目指して U１０，U１２，U１５，U１８の各カテゴリーの指導内 

容に沿った講習会の実施。（一貫した指導体制の確立） 

 

２ 令和６年度活動目標 

自ら考え、学ぶ選手の育成 

～指導者の指導力向上と選手の技術力の向上、健全な育成を目指す～ 

 

３ 令和６年度実施事業 

７月 
多賀少年野球クラブ（滋賀県）との交流試合  

北信地区の６年生の中で選抜チームを４チーム編成し、４試合を行った。 

11月 長野市中学生野球大会（交流戦方式） 

11月 第２回長野県ティーボール大会 

２月 

・北信地区野球協会総会 指導者研修会 

 講師：小林正具氏（長野俊英高校） 松橋将之氏（長野日大高校） 

小金沢和範氏（佐久長聖中学校） 

 

４ 活動目標に対する成果と課題 

成

果 

・多賀少年野球クラブとの交流試合では、実際に、多賀の選手たちの試合での姿か

ら、よい刺激をもらうことができた。また、北信選抜チームのベンチも指導者も前向き

な声掛けを行い、明るい雰囲気の中試合をすることができた。 

・長野市中学生野球大会では、サインを監督が出さないようにしてみるなど選手が考

えてプレーする機会を作ることができた。 

課

題 

・協会の事業から学んだことが、参加した人や一部の人のところで止まってしまって

いるところがあるので、SNS等を活用しながら北信全域に広げていきたい。 
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※参考資料 ① 多賀少年野球クラブとの交流試合について 

 

昨年２月の辻さんからの「私の話を聞いてもらうよりも、子どもたちの姿を見てもらいたいんですよ」

という一言から始まった今回の交流試合ですが、百聞は一見に如かずとはよく言ったもので、多賀の子

たちの姿から多くのことを学ばせていただきました。 

保護者、児童の皆さんからは、アンケートの回答がいただけていませんが、スタッフの皆さんのアン

ケート回答をまとめ、報告させていただきます。 

 

１ 投球について学んだこと 

 
「モーションの３パターン、スピードの３パターンで打ち取る。」 

 変化球が認められていない学童野球で、打者のタイミングをずらすために、モーションのスピードや

ボールのスピードを変えながら、それを組み合わせて投球している。 

 

２ 打撃について学んだこと 
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「ベースの上に顔を乗っけろ」 

 構えの姿勢を覚えるための声かけ。前傾姿勢を作って、軸足に力をためる形から振っていた。構えの

形を覚えるための有効な声かけだと思った。 

「バットを握るのは、親指、人差し指、中指」 

10 本の指でバットを握るのは、インパクト直前だけ。薬指、小指は、緩めておいて、手が固まらない

ようにする。 

「一死３塁を作ることを徹底する」 

一死 2 塁の場面は積極的に盗塁をしかけ、一死３塁を作りにいっていた。一死 3 塁からは、ヒットエ

ンドランが多く、バッターは力むことなく、高いバウンドのゴロを打っていた。明らかに振り方を変え

て打っていて、技術力の高さを感じた。 

 

３ 守備について学んだこと 

 

 
「走者２塁のときに、セカンドがベースに張り付く」 

大きなリードを取らせないことで、シングルヒットで走者を返さないということを考えているのではな

いか。学童の守備位置ならではの作戦だと思った。ゲームの仕組みを理解し、何が大事で、何を許さな

いのかを考えて攻め方、守り方を決めている。 

 

４ その他 
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「上向け」「全力」 

仲間が打ち損じたときにベンチから飛び交っていました。「上を向け」という声からは、「次に向か

っていこうぜ」というメッセージを感じました。私が子どものころは、残念ながら「何かある（相手が

ミスするかもしれないから全力で走ろう）」という声が飛んでいました。ここは大人が作るべきチーム

の文化です。仲間がやるべきことを言っていきたいですね。 

 

５ 運営面の反省 よかったこと 

 
 学童の指導者の皆様にベンチを担当していただきましたが、明るい雰囲気づくりをしていただき、と

てもありがたかったです。特に４試合目は、雨での中断もあり、プレーしている時間としては十分にと

れませんでしたが、終始明るい雰囲気で試合を行っていて、仲間を一生懸命応援する姿から、スポーツ

の良さを改めて感じました。多賀少年野球クラブや今回、ベンチを担当していただいた皆様から、大人

がどういう雰囲気をつくるのかということの重要性を学びました。ベンチを担当していただいた皆様、

ありがとうございました。 
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※参考資料 ② 長野市中学生野球大会（旧：長野市少年野球大会（中学校の部））について 

昨年から協会で運営するようになった長野市中学生野球大会（旧：長野市少年野球大会

（中学校の部））の取り組みを紹介します。今大会から交流戦方式で行うようにしました。交流

戦にしたことで、昨年より選手の育成を意識しながら試合を行うことができたと思います。時

期的にも新人戦とオフシーズンの間の時期ですので、春に向けての課題を確認することがで

きました。大会要項のデータが欲しい方は、協会までお問い合わせください。 

 

◇大会要項から抜粋 

競技方法  

 ・順位は決定せず、交流戦として行う。 

 ・試合時間は、80分とする。（80分を超えて、次のイニングに入らない） 

 ・７回終了時や 80分を超えて、裏の攻撃が終わった時点で、同点だった場合は引き分け 

努力目標について 

 選手起用の上で参考にしてください。努力目標はあくまで目安です。これを守らないことによって

ペナルティを課すということはありません。 

  

① 個人の１日の投球数を７０球までとする 

今大会は、土日で４試合をこなすことになり、普段の大会より試合数が多くなっています。少し

でも１人あたりの負担を軽減し、複数投手で大会に臨んでください。複数の投手を育てるきっか

けになることを願っています。うまくいかないこともあるかと思いますが、お互いに勉強する場

としましょう。 

② １日あたり、１人最低２打席は打席に立つ 

上位大会につながる大会だと、チームによっては、頻繁に選手を交代することが難しいかと思い

ます。今大会は、みんなで野球を学ぼうという大会ですので、多くの選手にチャンスを与えてほ

しいと思います。 

 

特別ルール 

①  指名打者制 

ピッチャーの打順のところで指名打者を置くことができる。指名打者制にすることで、ピッチャ

ーは、守備時に準備や練習をすることができるので有効に活用したい。 

② リエントリー（再出場） 

先発した選手に限り、交代した後、同じ打順のところに戻ることができる。（リエントリーできる

のは一度だけ） 

③ ボールカウント 

どの打者も０ボール１ストライクからスタートする。ピッチャー有利のカウントにすることで、

展開の早いゲームにすることを目指したい。 
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【指導者の皆様へ提案、お願い】 
 

 協会主催の大会として、他の地区や他のカテゴリーのモデルとできればと思っています。今大会

から交流戦で行うようにしたことで思い切った取り組みができます。大人が変わる姿勢を見せなけ

れば、子どもが変わることはありません。北信地区から変えていくために力を貸してください。 

 

① 前向きな声掛け 

 ７月の多賀少年野球クラブとの交流試合でベンチでの様子を注目していましたが、終始前向き

な声掛けをしていました。仲間が凡打を打ったときには、「上向け」「全力」と「今、何をすべき

か」を仲間に伝えていました。「何かある」なんていう人はいません。そして、全力で１塁まで走

ってベンチに帰ってきた選手はとても爽やかでした。うまくいってもいかなくても野球を全力で

楽しめる子どもを育てたいです。そのためには… 

 

② ノーサイン 

 サインを出さないという意味ではありません。大人がサインを出さないということです。最後

責任を背負うのは監督ですから、公式戦は監督がサインを出すことでしょう。全部とは言いませ

んので、サインを選手同士で出させる試合をやってみませんか。サインを自分たちで出すこと

で、そこに議論が生まれると思います。大人がサインを出すと、「あそこで何で…」というのは言

いづらいかと思いますが、中学生同士だと言いやすいと思います。考えてプレーする楽しさを味

わわせたいですよね。指示待ち人間は、社会で求められていません。 

 

③ 多くの選手に投手を経験させる 

 投手を育てるのは難しいですよね。たとえ、将来、投手をやらなくても投能力を鍛えることは

とても大切だと思います。そして、投手を経験することで投手の気持ちが少しでもわかると思い

ます。簡単に「ストライク入れろよ」「なにフォアボール出してるんだよ」なんて言えなくなるこ

とでしょう。また、うまくいかなければ、自分の投球フォームを考えるきっかけになると思いま

す。どうかこの交流戦で多くの選手をマウンドに立たせてあげてください。「コントロールをよく

したい」「強いボールを投げられるようになりたい」と多くの選手が望んでくれることを期待して

います。 

 

【大会終了後のアンケートより】 

・監督がサインを出さないことで主体的な取り組みにつながった。 

・基本は打順の前後で話し合ってやる「ノーサイン」でやっています。多賀に学びました。 

・選手一人一人が考えてやることをテーマに、ノーサインでやりました。 

・70球制限を意識したことで、たくさんの選手が投手を経験し、投手の大変さに実感を込めて体感できたと 

思う。 

 ・どのチームも相手へのリスペクト、審判へのリスペクトの気持ちが所作に表れてくるとよいと感じた。 
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北信地区野球協会 令和６年度総会 

地域化推進特別委員会 令和６年度事業報告 

 

委員長 中村 京太（所属）長野市立東北中学校 

１ 令和６年度の活動方針 

スポーツ庁の方針に基づき、令和７年度末を目途に、中学軟式野球の「部活動の地域移行」が着

実に進展するよう、子どもたちの多様なスポーツ活動環境の確保と、野球に親しむ活動環境づくり

の視点から関係者が協働し、段階的に部活動から地域クラブへ発展的転換を図る。 

 

２ 令和６年度活動目標 

「U15以下の全ての子どもたちが野球に親しめる活動環境づくり」 
～小中協働、協会内協働、地域間協働、行政等との協働による「部活動の地域移行」の推進～ 

 

３ 令和６年度実施事業 

（１）令和６年度総会にて、各地域（北信地区）の「部活動の地域移行」と取組を報告する。 

（２）国、県及び市町村から発出される各種情報を適時、各地域に情報発信する。 

（３）各地域※で、部活動の地域移行に関わる検討会議を実施する。 

  ※各地域…「千曲坂城」、「南長野」、「北長野」、「須高」、「中高」、「みゆき野」 ６地域 

 

４ 活動目標に対する成果と課題 

 成果・各地区の現状 

〇千曲坂城地区 

 ・「千曲坂城クラブ」の活動から発展し、「更

埴北」「更埴南」の２クラブで活動してい

る。 

〇南長野地区 

 ・南長野クラブ化推進委員会を設立して検討を

進め、今年度末から５つのクラブチームが発

足する。（来年度中に４チームに再編成され

る予定） 

〇北長野地区 

 ・多くのチームの地域移行が進んでいる。平日

の活動も地域移行したチームもあり、他チー

ムや他地区のモデルとなっている。 

〇須高地区、中高地区 

 ・新規チームが発足したほか、来年度中の地域

移行に向けた準備が進められている。 

〇みゆき野地区 

 ・地区を包括した「みゆき野軟式野球クラブ」

が発足し、活動している。 

〇国や中体連の動向等を中学軟式野球関係者等に

発信し、地域移行の推進に向けた機運づくりに

努めた。 

課題 

●国や県からの方針や手段、支援策等が明確に定

まらない中で始まった「部活動の地域移行」の

ため、現時点では、市町村や地域、中学校、競

技団体等によって方向性や取組状況が異なる。 

 

●多くのチームの地域移行が進んでいる中で、ク

ラブチームとしての新たな課題や問題が生まれ

てきている。（人数不足による合同チームが中

体連大会は認められない、チーム運営の財源確

保等） 

 

●学校主体で行われてきた部活動を、学校が関わ

らない地域クラブへ転換を図るためには課題が

多い。 

（例）指導者確保と資格取得、活動場所への移動

手段等。 

 

 

□北信地区野球協会は野球を通じた青少年の健全

育成を目的に掲げていることや、事業重点に環

境づくりを掲げていることから、北信協会が積

極的に行政や連盟等と連携し、普及振興の視点

からU-15以下世代の子どもたちの多様なスポー

ツ活動環境の確保に努める。 

 
５ 参考資料 

・令和７年度 地域クラブ活動の大会参加について 

  （長野県中体連ホームページ） 

 

・「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に 

関する総合的なガイドライン」について 

  （スポーツ庁ホームページ） 

長野県中体連 HP スポーツ庁 HP 
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北信地区 U-15軟式野球チーム（R7春の予定）           北信地区 U-15硬式野球チーム 

「○○中」の表記は部活動 「・」の表記は合同チーム ★クラブチーム 

 

地区 チーム名 主な活動場所  団体 チーム名 主な活動場所 

みゆき野 
みゆき野軟式野球クラブ★ 城南中  

リトル 

シニア 

飯山リトルシニア 飯山市営球場など 

木島平・野沢温泉中 木島平中央グラウンド  須坂リトルシニア 須坂市野球場、県民 Gなど 

中高 
中高 BBC★ 中野平中・山ノ内中  長野南リトルシニア 長野西高中条校など 

信州アストロズ★ 中野市営運動場  長野若穂リトルシニア 高山東部グラウンドなど 

須高 東軟式野球クラブ★ 須坂市塩野ふれあい G  長野東リトルシニア 東山Ｇ、犀川第２Ｇなど 

北長野 

五岳 BBC★ 飯綱中  長野北リトルシニア 飯綱町日向グラウンドなど 

スポコミ東北★ 東北中  中野リトルシニア 中野市営豊田球場など 

長野日大中 しんきんグラウンド  坂城千曲リトルシニア 坂城グラウンドなど 

NAGANO三陽 BBC★ 三陽中  高山リトルシニア 高山村北部運動広場など 

長野北部野球クラブ★ 北部中校庭・体育館、浅川G  
ボーイズ 

長野ボーイズ 篠ノ井高犀峡校、信州新町Ｇなど 

Sクラブ★ 犀陵中  千曲ボーイズ 萬葉の里スポーツエリア野球場など 

長野東柳クラブ★ 北部レク、古里、邦友など     

南部球友クラブ★ 犀川第２グラウンド  
    北信地区U-15女子軟式野球チーム 

南長野 

南長野 BBC篠ノ井WEST★ 篠ノ井西中  

南長野 BBC篠ノ井 EAST★ 篠ノ井東中     

南長野 BBCスピリッツ★ 今井 G、犀川グラウンドなど   チーム名 主な活動場所 

南長野 BBC千曲川軟式★ 松代中、若穂中   長野東ガールズ 犀川第２グラウンド 

南長野 BBC稲里モンスターズ★ 広徳中     

千曲 

坂城 

更埴北 BBC★ 埴生中、更埴西中、屋代中     

更埴南 BBC★ 戸上中、坂城文化センター     

 

22



令和6年度 収支決算報告

(令和6年 1月 1日 ～令和6年 12月 31日 )

一
貴

晉
大

山

山

柴

小

長
計

〈
〓
〈
ム

〈
〓

協球マ
ア

ロ
チ区地信

収 入 2,011,435 円

支 出 1,816,511 円

差引残高 194,924 円

【収入の部】 収入   2,011,435  円

(内訳 )

総会 参加費 266,000   P日
|

長野県高校野球OB連盟 60,000   F呵
|

コングラント 75,966   1コ弓寄附金

個人・企業口団体 535,000   円

補助金 長野県野球協会 462,834   円

謝礼金 長野市スポーツ課 70,000   円

利息 29  1コ電
令和5年度からの繰り越し 541,606  1司

【支出の部】 支出   1,816,511  円

(内訳 )

口差引残高は、次年度に北信地区野球協会の会計へ繰り越されます。

会計監査の結果、上記のとおり間違いのないことを認めます。

令和 7年 /月 //日

嵌 口 た イ、?

ヽ

１

′

′

④

Ｃ

会場費 306,490     Fl

接待費(交通費、謝礼費、昼食代を含む) 292,001      FЧ

北信野球の 日実行委員会.普 及委員会 アトラクションロブース消耗品費 481,357     円

北信野球の 日実行委員会、広報委員会 広告宣伝費 301,283     円

ティーボール大会.野球の日.広報委員会 保険費・雑費 (輸送費、通信費等) 56,110      円

指導力向上委員会 長野市大会運営費(中学生) 80,696      Fl

総務委員会 会議雑費(事務用品)、 旅費 298,574     円

ソ乃 澤 考 γそ

金額

金額
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北信地区野球協会 令和７年度事業方針(案) 
北信地区野球協会地区長兼事務局長 塚尾 誠貴 

１ 本会の目的 

野球の振興，発展，競技力の向上・青少年の健全な育成(会則第 2条) 

 
 

２ 令和７年度の事業重点 

(1)  15歳以下の全ての子どもたちが，自らが望む野球に取り組める環境づくり（～令和７年移行期完了期間） 

北信地区では，Ｕ－１５マップにあるとおり，協会が主体となり，地域移行の受け皿づくりを推進し，硬式軟

式すべてクラブチームとして令和７年度はスタートができる。４年かけて話し合ってきた結果と受け止めている。

そこで，来年度は，Ｕ－１２・Ｕ－１５が共に同じクラブチームとして連携していきたい。「15 歳以下の全ての

子どもたちが，自らが望む野球に取り組める環境づくり」をテーマに，中学軟式だけでなく，U-15 硬式，U-12

と連携しながら事業を展開することが重要だと考え，下記の通り，部活動の地域移行の推進を地域の野球環境づ

くりとして捉えて，各委員会の事業を展開する。R6 年度，U-12 野球人口が増加したことを起爆剤としたい。 

 

【活動方針】 

・北信地区野球協会が主体となって，中学顧問を中心とした地域移行検討のサポートを継続する。 

・U12 の大会のあり方や練習環境のサポート（R５年度に実施した U-12 指導者保護者アンケートを活用） 

・軟式硬式指導者及びチームの交流推進。（「BFJ 公認野球指導者」「JSPO 軟式コーチ」などの取得推進） 

【目指すすがた】 

・野球に対する考えや姿勢が多様な子どもたちが主体的な判断によって野球を選択できる受け皿の構築 

・15 歳以下の子どもたちが野球だけでなく，様々な活動や生活体験から学べる環境づくり。 

・指導者の横のつながりの構築（自分のチームだけでなく，他チームの良さも理解する） 

・指導者の発掘，指導者講習会(勉強会)の実施。指導者は子どもの選択をサポートするコンシェルジュ。 

 

(2)  社会とつながり，社会をつくる北信野球への発展 

【活動方針】 R7 北信野球の日 11 月 30 日（日）at 長野オリンピックスタジアム 

・北信野球の日では，スポーツ全体の輪を広げられるように，野球以外の競技との協働を図る。（継続） 

・普及イベントとしてのティーボール大会を通じて，その可能性を北信地区全体で共有し，小学校中低学年（U-

10）のこれから野球をはじめる子ども達への支援を図る。 

・理事役員に野球以外のスポーツ競技，さらには地域経済，行政と関わりの深い人材を増やす。 

【本会の目的達成に向けて大切にしたいこと】 

「野球に携わってよかった」と全ての人が感じられ

るような環境づくり 

・誰に対しても思いやりとリスペクトを持ち続けること。 

・選手，指導者，保護者全員が北信野球の魅力，未来づくりの

当事者であり続けること。 
・人とのつながりや人間関係づくり，終わりのない技能の探

究，学び続けられる競技性等の野球の魅力に誇りをもつこと 

・全カテゴリーの縦のつながり，各団体，支部の横のつながり

(全ての連携)によって協働的に野球の振興，発展，競技力向

上や子供の育成を進めること。 
・野球の普及と競技力向上の両立が野球の振興と発展，子供の

育成になること。 
・選手は野球を通して自律することを学んだり競技力向上に努

めたりする事を通して，心身ともに成長すること。 
・指導者で学び続ける指導者あり続けること。 

・保護者は全ての子供たちのサポーターであること。 
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【目指すすがた】 

・他競技と協働しながら，北信のスポーツ全体の発展に貢献する。 

・行政や地域とのつながりを強化し，野球に限らずさまざまな事業を拡大する。 

・R7 年１1 月 30 日（日）の北信野球の日，11 月中旬予定のティーボール大会と，未就学児，小学校低学

年，中学年，高学年，中学生，高校生とそれぞれが，活躍する場を設ける。大人も子どももみんなで横

のつながりを大事にしていく。 

 

３ 委員会再編について（別紙事務局提案参照） 

「会則の変更」→役員の改選，委員会の変更等ついて（案） 

 
別紙，事務局提案資料北信地区野球協会 令和６年度総会 第 ２ 号議案  事務局提案をご覧ください。 

 

３ R7年度事業計画 

 

通 年 

・年５回＋オンライン理事役員会の運営（4 月 8 月 10 月 11 月 １月） 

・二大イベントの「ティーボール大会」・「北信野球の日」の来賓接待，外部団体

との連携，調整，オリンピックスタジアムとの調整・連携 

・各部（委員会）の活動の調整 

・長野県（長野市）スポーツ課と連携，マスメディアへの対応 

・長野県野球協会，他各地区主催の会議・イベントへの参加・協力 

・北信地区各団体 U-12・U-15・U-18 の報告・連絡・相談・調整，メール

にて発信等 

２ 月 ・北信地区野球協会総会 （事務局と各委員会との調整） 

 

４ R7年度 予算案（事務局） 

 

理事役員会費用 

接待費 

各種会議準備費用 

１００，０００円 

・会場費，湯茶・弁当代（夜間）等 

・印刷代（チラシ含む），事務用品代 

・ZOOM 年会費，PC 周辺機器等 

各種会議出張等参加交通費 

（理事役員会含む） 
５０，０００円 

・各地区への講師及び委員の派遣費用 

 ※長野県中体連旅費規程を参考 

（郡市内） １回    ５００円 

（地区内） １回    ５００円 

（県 内） １回  ３．０００円 

（県 外）※１回 １０．０００円 
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北信地区野球協会 令和６年度総会 第 ２ 号議案  事務局提案   

 

「会則の変更」→役員の改選，委員会の変更等ついて（案） 
北信地区野球協会事務局長 塚尾誠貴 

提案 1（会則改正） 
会則改正（案） 

○旧 

第 12条 本会の事業遂行のため，次の委員会を事務局内に常設し，その他目的達成のために必要な委員会 が

認められた時に随時委員会を設置する。 

（１）北信野球の日実行委員会 

（２）北信ベースボールサミット実行委員会 

（３）広報委員会 

（４）普及委員会 

（５）指導力向上委員会 

となっていました。委員会の変更にともない，以下の文に変更とする提案をします。 

○新 

第１２条 本会の目的の達成や事業遂行のため，必要な部署や委員会を理事役員会で協議の上設置する。 

 

提案 2（1～6） 
長野県北信地区野球協会 会則第８条および第９条に基づき，令和６年度をもって，現理事役員は任期を終

える。したがって，令和７年度，８年度の理事役員改選について，次のように提案する。 

１ R7年度会長，副会長について 

 会 長：村上 尚三氏(軟式野球連盟北信連合会 会長) 

 副会長：松橋 達生 氏(長野県高校野球 OB・OG連盟) 

副会長：坂田 吉久 氏(長野県野球協会) 

 

２ 事務局について 

 事務局長（兼北信地区地区長）     ：塚尾 誠貴 氏 (北信中体連) 

副事務局長（財務部長）      ：小林 大真 氏 (北信中体連)  

副事務局長（普及・継続部長）   ：宮嵜  平 氏（北信高野連） 

 副事務局長（指導・競技力向上部長）：齋藤 貴弘 氏（北信中体連） 

副事務局長（兼広報部長）     ：長谷川良人 氏（北信中体連） 

・部活動の地域移行の推進状況，新理事役員，新委員長への補佐など，昨今の野球を取り巻く状況から副事務

局長を各部部長として円滑な事業展開につなげる。 

 

３ アドバイザーについて 

 令和７年度の全体事業方針から，他競技の普及，発展に精通する人物をアドバイザーに迎え，他競技との連

携をはかり，野球界の発展につなげる。 

 

４ 理事，幹事について 

 理事，幹事については，各団体（小中高）の充て職となっている。現在務めている団体内での協議踏まえて，

令和７年 4月 26日（土）予定の R7年度第１回理事役員会にて決定する。また，二大イベントが行われる会場も

長野オリンピックスタジアムであるため，県野球協会の理事でもある高橋京一氏も理事に入っていただく。 

 

５ 財源担当について 

 今後の事業を持続可能なものにするために，理事役員会内で財源確保の中心的役割を果たす財源担当を設け

る。その職に坂田吉久副会長，財務部（寄付委員会）に継続して担当をお願いする。 

 

６ 委員会の変更について（各委員会は３つの部署の中に入り，動きやすくする） 

U-15 軟式指導者は，Ｒ７年度から部活動ではなくなるため，中学校教諭の数が今後減少していく。（引き続

き希望すれば指導可能ではある）今後，委員会メンバーや各委員長が U-15 軟式指導者（中学校教諭）にかたよ

らないようにする。これまで通り，小中高の指導者のあて職ではあるが，より委員会の規模を小さくすること

で活発に行い，バランスをはかっていく。 
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北信地区の U-15 軟式のクラブ化が完了する見込みがたったため特別委員会である「地域化推進委員会」を発

展解消する。しかし，地域移行の第一段階が終了しただけで，今後も発信等の必要性があるため，「広報部」

に組み込む。 

 「野球の日実行委員会」が中心になって行う「北信野球の日」だが，オリスタ会場以外で行っていた小中交

流会・野球教室を別委員会とする。よって，普及委員会を発展解消し，「普及・継続部」に組み込む。 

R７年度北信地区野球協会委員会 全３つの部署の中に小委員会（オンラインも積極的に活用し部会を増やす） 

①「執行部」…事務局，副事務局 広報部長 会長・副会長 

広報部長 …各種イベント，地域移行の状況を随時発信，U-12・U-15マップの更新，HP管理 

事務局長 …委員会の統括と，県協会との連携，理事役員会の運営 

（対面で年５回，4月 8月 11月 1月＋10月～11月（ティーボール大会，北信野球の日前）と２月（総会前）は

オンラインも活用し２週間に１回のペースで行う） 

②財務部 「一般会計」「総務委員会」「寄付委員会」 …通年の寄付，総会の運営 

③普及・継続部「北信野球の日実行委員会」「小中交流会運営委員会」「幼保連携普及事業推進委員会」 

④指導・競技力向上部…「ティーボール大会運営委員会」「長野市大会運営委員会」「講演会企画委員会」

「野球教室委員会」 

※「一般会計」・・・②財務部所属 …1月～12月会計担当，総会に向けて会計監査を行う。予算案作成など 
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北信地区野球協会 令和６年度総会 

 

広報部 令和７年度事業計画（案） 

 長谷川 良人（千曲市立屋代中学校） 

 

１ 令和７年度の活動方針 

北信地区野球協会の行う普及活動、指導・競技力向上にかかわる事業の先行的な発信と共有 

 

２ 令和７年度活動目標 

ＳＮＳ（Facebook・Twitter・Instagram）、ホームページなどでの継続的な情報発信 

フォロワー数、リーチ数の増加 

北信地区野球協会での協賛・協力企業の広告的価値増加 

 

３ 令和７年度事業計画 

普及活動、指導競技力向上にかかわる事業の募集、活動内容の周知 

【継続】 〇活動・事業の様子の発信。   

→フォロワー数・リーチ数の増加 Instagram２０００ X（Twitter）２００ 

→U-12 選手募集発信 

 

【継続】〇広告ツールを活用し、野球関係事業の参加希望者への周知、募集を図る。 

 →U-１２選手募集チラシの HP 掲載数の増加 

 →北信地区野球チームマップの更新 

 →広告配布 

（北信地区幼保小５００００部配布） 

 

【継続】〇北信地区野球協会への賛助企業の募集 

     →「北信野球の日」への集客力  

     → SNS での賛助企業、個人の発信 

 

４ 次年度の予算 

  広告出稿費用      ４０，０００円  

ホームページ維持管理費 ４０，０００円 
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北信地区野球協会 令和６年度総会 

 

普及継続部 令和７年度事業計画 

 

部長 宮嵜 平（須坂創成高校所属） 

 

１ 令和８年度の活動方針 

幼保・小学生への普及と競技者の継続 

 

２ 令和７年度活動目標 

① 野球人口増加に向け、未就学児へのアプローチ 

② 経緯と成果の分析から普及イベントを充実させる 

③ 野球交流会の運営委員会を立ち上げ、競技継続の一助とする 

 

 

３ 令和７年度事業計画 

  

○北信野球の日実行委員会 

第８回北信野球の日  日にち 令和７年 11 月 30 日（日） 

４〜５月 実行委員の選出・委託 

６〜７月 実行委員会顔合わせ 

８〜９月 イベント概要考察→理事役員会にて審議 

１０月〜 第７回北信野球の日に向けたミーティング（定期） 

○野球交流会運営委員会 

 11 月 30 日（北信野球の日と同日）に協会主催の交流会を実施したい 

４〜５月 実行委員の選出・委託 

６〜７月 委員顔合わせ 

８〜９月 会場責任者等の打ち合わせ 

11 月〜  実施・報告・反省会 

○幼保普及推進委員会 

４月 実行委員の選出・委託・顔合わせ 

５〜1２月 各地区での幼稚園・保育園へ普及活動 

12 月〜  実施・報告・反省会 

 

４ 次年度の予算 

○第８回北信野球の日 予算 550000 円 

   内訳：運営費 200000 円 

      用具費 200000 円 
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      広報費 150000 円 

○野球交流会運営委員会 

 予算 50000 円 

○幼保普及推進委員会 

 予算 50000 円 
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６−７ 

北信地区野球協会 令和６年度総会 

指導・競技力向上部 令和７年度事業計画（案） 

部長 齋藤 貴弘 

１ 活動方針 

・指導者の指導力向上を目指しての講習会の実施や、県協会のライセンス取得の推進 

・選手の技能向上や健全育成を目指して U10，U12，U15，U18 の各カテゴリーの指導内容に 

沿った講習会や大会の実施。（一貫した指導体制の確立） 

 

２ 活動目標 

自ら考え、学ぶ選手の育成 

～長野県野球育成指標に基づいた指導者の指導力向上と選手の技術力の向上、健全な育成～ 

 

３ 部内の委員会と所管事業 

（１）ティーボール大会運営委員会 

①ティーボール大会の開催(11 月中旬) 

 長野県野球協会と共催する予定。ティーボール協会とも連携しながら企画運営し、U10 カテ

ゴリーの育成を図る。 

②ティーボールの普及 

 U-10 カテゴリーの育成に大きな効果があるティーボールを、各チーム、各地域で定期的に

実施することを目指して、ティーボール協会と連携しながら普及する。 

（２）長野市中学生野球大会運営委員会 

  ①長野市中学生野球大会の企画と運営(11 月) 

U-15軟式カテゴリーの育成を目的とした大会の運営。長野市スポーツ課と連携。育成重視の

レギュレーションを設け、選手にとって課題発見の場となるような大会にする。 

  ②長野市以外の地域大会の協力と大会の在り方についての検討と提言 

   これまでの大会運営をもとに、選手の育成につながる大会の在り方について検討して提言す

る。また、長野市以外の地域大会に対して運営スタッフや審判などが必要な際に派遣する。 

（３）講演会企画委員会 

①北信指導者研修会の企画と運営(２月) 

総会後の指導者研修会の講師選定等、研修会に関するすべての企画運営を行う。 

  ②指導者ライセンス取得の情報提供 

   BFJ 公認野球指導者資格や日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格等の資格取得講座の情

報提供や資格取得の呼びかけを行う。 

  ③技術講習会、指導者講習会の企画と運営(通年) 

   各地域でチームの枠を越えて、選手や指導者が共に学び合う講習会の企画運営。ただし、各

団体で開催される講習会との重複がないよう調整しながら検討し、各団体が主催する講演会

等のアナウンスも行う。また、指導者の派遣も要望に応じて行っていく。 
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６−７ 

 （４）野球教室委員会 

   令和 7 年 11 月 30 日の北信野球の日に、北信地区 2 会場で、学童を対象とした野球教室を企

画運営する。 

    

４ 年間計画案 

通 年 

・ティーボールの普及 ・技術(指導)講習会の企画と運営 

・各団体による講習会のアナウンス 

・指導者ライセンス取得の情報提供 

11 月 ・長野市中学生野球大会 ・第 3 回ティーボール大会 

・北信野球の日 学童野球教室 

２ 月 
・北信地区野球協会総会 指導者研修会 

 研修内容・講師の選定は概ね半年前から委員で準備する 

 

５ 予算 

 ・講演会企画日・野球教室企画日 100,000 円 

会場使用費、用具費等などの諸経費。講師謝礼については講師の本拠地や講習内容、これま

での事業等を鑑みて執行部、理事役員会で協議して決定し、事務局から支払う。企画内容によ

っては、参加費を徴収することもある。 

 ・長野市中学生野球大会運営費 100,000 円 

会場使用費や用具費などの諸経費。長野市スポーツ課からの補助金で運営できるように長野

市スポーツ課へ予算申請をしている。 

 ・予備費 30,000 円 
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１　収入の部 1,554,924 円

２　支出の部 1,554,924 円

３　差引残高 0 円

[収入の部]

項目 令和7年度予算額

繰越金 194,924

500,000

70,000

寄附金 700,000

協力金 20,000

総会参加費 70,000

収入合計 1,554,924

[支出の部〕

項目 令和７年度予算額

(１)執行部・事務局 330,000

1、総会費 100,000

2、交通費 50,000

３、ホームページ制作、管理運営 80,000

4、旅費 100,000

(２)普及・継続部 550,000

1、北信野球の日 運営費 200,000

2、用具費 200,000

3、広告費、チラシ代 150,000

(３)指導・競技力向上部 230,000

1、長野市大会運営費 100,000

2、講演会企画費 50,000

3、野球教室企画費 50,000

4、予備費 30,000

(４)各委員会 200,000

1、会議費 100,000

2、講師への謝礼 100,000

(５)予備費 244,924

支出合計 1,554,924

各企画の講師への謝礼

備品整備や普及活動などにあてる。持続可能な組織と
なるために資金に余裕を持たせて運営する。

各企画の広告費、用具費

*Tボール大会の運営については、長野県野球協会より補助金をいただきながら運営していく。

資料作成、印刷費、事務用品代、ZOOM年会費等

内訳

会場費、印刷費

派遣費用

各委員会、事業運営スタッフ分

令和7年度　北信地区野球協会 会計予算 (案)
（令和7年１月１日～令和7年１２月３１日）

　　　　北信地区野球協会会長　村上　尚三

会計　小山　大貴

内訳

令和6年度北信地区野球協会繰越金

長野県野球協会

1人1,000円×70名

長野スポーツフェスティバル

補助金
長野市スポーツ課　＊長野市大会の委託費として

ホームページ維持管理費

企画、会場使用料

会場使用料、用具、企画

オリスタ使用料、保険料、接待費、企画

会場使用料、用具、企画

新規用具購入、用具、ボール（普及イベント・幼保活動含）
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「令和 6年度 第 22回全国中学生都道府県対抗野球大会 in伊豆」 

北長野ベースボールクラブが北信越地区代表として大会参加 

 

 11月 2日(土)～11月 5日(火)にかけて「令和 6年度 第 22回全国

中学生都道府県対抗野球大会 in伊豆」が静岡県伊豆市・伊東市で開

催されました。新型コロナウイルスの影響もあり 2022年から各地区

10チームの縮小枠で実施されておりましたが、本年度は全国 16チ

ーム、北信越ブロック枠も２チームに拡大された大会となりました。 

北長野ベースボールクラブは令和５年度に軟式ボールから硬式ボ

ールへのスムーズな移行と高校野球へ繋がる基本動作の習得を目的

に設立され、本年度は 2期目になります。中体連の地区予選、県大

会、北信越大会を終えた希望者を中心に長野市を南北に分け、北長野ベース

ボールクラブは長野市・飯綱町・信濃町の中学 3年生 24名が本年度は集結し

ました。週末を中心に練習し、都道府県対抗長野県大会や 11月に諏訪市で行

われる硬式ボールでの大会に参加する計画で活動してきました。本年度は 9

月 14・15日に行われた都道府県対抗長野県大会で見事優勝し、長野県代表と

して 9月 29日に北信越大会に参加しました。北信越大会では、1回戦富山県

代表の氷見北部中学校を５-０で破り、全国大会出場権を獲得、続く決勝戦に

おいても新潟県代表の新潟県選抜チームに延長 8回タイブレークの末 5－3で

勝利し、北信越大会初優勝を成し遂げました。 

全国大会初日は大雨のため順延となり、初戦は 11月 3日東北ブロック代表

「盛岡 U15 ジュニアユース」と対戦しました。北長野ベースボールクラブは

先発の横地さん(北部中)が 4回を完璧に抑える内容で 5回終了時点では２-０

とリードしておりました。しかし、6回裏にひとつの送球エラーから一気に 3

点を奪われ逆転を許し、最終回も反撃ならず 3－2のスコアで惜敗、敗者復活

戦に回ることとなりました。 

翌日の 4日は同じく 1回戦で敗れた千葉県代表の「千葉ファイターズ」と

対戦。北長野ベースボールクラブは先発の野池さん(櫻ケ岡中)が昨日の悔しさ

をバネに粘投、毎回スコアリングポジションにランナーを置く苦しい展開で

したが、4回途中まで 0点に抑え、昨日好投の横地さんへリレーし、6回を終

了し０－０最終回の攻防を迎える展開となりました。7回表、攻撃が奮起し無

死 2，3塁から高林さん(長野日大中)の犠牲フライで 1点先制し、一死 3塁か

らスクイズを試みるも相手バッテリーに見破られ失敗、その裏粘る

相手も一死 3塁から同点に追いつき延長戦となり、8回タイブレー

クの末２－３のスコアで惜敗、2回戦に駒を進めることができません

でした。 

長野県勢は、コロナウイルスによる縮小大会となってからこの都

道府県対抗野球大会において、北信越大会の壁を越えることができ

ませんでした。しかしながら、選手ひとりひとりが今大会準決勝ま

で駒を進めた盛岡 U15ジュニアユース（2018年以来の大会参加）、
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130km/hを超えるストレートを投げ込む投手陣が並ぶ

千葉ファイターズを相手に、臆することなく立ち向かっ

ていました。選手には全国レベルの野球を体感し互角の

勝負ができたことを自信にして、これから長野県高校野

球界を盛り上げていってくれるのではと期待していま

す。 

夏の全国中学生総合体育大会での佐久長聖中学準優

勝や東日本大会での松本国際中の準優勝、今大会での長

野県チームの健闘を考えると県レベルでの技術力向上

を続けていくことが長野県中学野球界の更なる躍進に

繋がっていくと実感しています。我々関係者一同より一

層の努力を続けて参ります。 

北長野ベースボールクラブの選手、指導者、全ての関係者の皆様大変お疲れさまでした。最後に、北長野

ベースボールクラブ 小竹大助監督からの「令和 6年度 第 22回全国中学生都道府県対抗野球大会 in伊

豆を終えて」を掲載します。ご覧ください 

 

 

                          長野日本大学中学校野球部 顧問 

北長野ベースボールクラブ 監督 小竹大助 

 

「令和 6年度 第 22回全国中学生都道府県対抗野球大会 in伊豆」を終えて 

 

 本年度、2期目を迎えた北長野ベースボールクラブは中体連の地区予選、県大会、北信越大会を終え

た３年生を対象に、高校野球へ向けて硬式ボールへ早く慣れること、基本技術の再徹底を主たる目的と

して立ち上げたクラブチームです。活動の計画の中に都道府県大会への出場、硬式ボールを使った大会

への出場を取り入れ、週末を中心に活動しています。幸いなことに都道府県大会長野県代表決定戦、北

信越地区代表決定戦を勝ち上がらせていただき、上記の全国大会への出場機会を得ることができました。

これもこのチームを日頃より支えていただているチームスタッフや保護者の皆様のご協力、また連盟の

皆様のご支援なしでは実現しなかったことだと感じています。改めて感謝申し上げます。 

 

 さて、今大会に参加させていただく中で私なりに強く感じた点について述べさせていただきます。私

も昨年度、北長野ベースボールクラブの発起人であります柴山晋一様から、中学軟式野球が終わる６月

から 11月の間、高校野球を強く志す子ども、迷っている子どもを中心に週末、硬式野球ボールへ慣れ

る、高校野球において必要な基礎動作をできる範囲で伝えていきスムーズに高校野球をスタートさせた

いという強い希望をお聞きし、私なりに協力できればと考え、勤務先である長野日本大学中学校長の許

可を頂きスタッフに入れさせていただきました。都道府県大会へは昨年度も参加し南長野ベースボール

クラブに惜敗、今年度は 9/14 に 1 次予選で佐久ベースボールクラブ、南長野ベースボールクラブをそ

れぞれ先制されながらも逆転する展開で勝利、翌日に中南信予選を勝ち上がった南信州 CLUB との県

代表選においては3回まで1点を追う展開の中4回裏に同点、6回裏に2点勝ち越しすることが成功し、

相手チームの反撃に耐え４-３の 1点差で勝利し、北信越代表決定戦へ駒を進めることができました。 

北信越代表決定戦は 9/29 新潟県佐藤池球場にて第 1 試合富山県代表の氷見市選抜と対戦。ゲームは

先発した横地さん(北部中)がバッターの手元で落ちるスライダーを中心に相手打線を封印し５－０で
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全国大会への出場権を獲得、決勝戦では新潟県選抜と決勝戦を行い選抜の野池さん(南部球友)が粘投し

2－2 のまま延長戦へ突入、8 回タイブレーク５－３で勝利し、北信越地区第 1 代表として全国大会へ

進むこととなりました。北信越地区のチームと対戦を経験する中で新潟県選抜のレベルの高さ、選手の

質とスタッフの意識の高さに正直驚愕しました。勝利させていただいたとはいえ選手の選出方法、練習

量についてもお話をお聞きさせていただく中で長野市だけでなく長野県全体で何か変化させなくては

いけないのではと感じながら帰路につかせていただくと同時に、全国大会への期待と不安を強く感じる

1日となりました。 

 

全国大会は新型コロナの影響を受け 3年前から復活する形となりましたが、昨年度までは全国 10チ

ームと縮小した大会は、本年度は全国から 16 チームの代表と規模を拡大させての大会となりました。 

 北長野ベースボールクラブは 1 回戦東北ブロック代表の岩手県盛岡 U15 ジュニアユースと対戦。前

半 2 点を先制するも小刻みに投手リレーする相手投手 5 名から追加点を奪えず終盤へ、終盤 6 回ラン

ナー1 塁の場面からサードゴロダブルプレーを焦った内野陣が送球、捕球エラーし 1，3 塁にその後犠

牲フライ、タイムリー2ベースと畳み込まれ 2－3で敗退、翌日の敗者戦へ回ることとなりました。 

 

翌日は前評判では優勝候補の筆頭といわれていた関東代表の千葉県選抜の千葉ファイターズがまさ

かの 1回戦負けで敗者戦に回り対戦。前半戦お互いの投手が好投し常にランナーを背負う苦しい展開で

はありましたが 6 回を終え０－０のまま最終回に、北長野ベースボールクラブは先頭の 2 塁打を皮切

りに 1 点犠牲フライで先制、なおも 1 死 3 塁の場面でスクイズを仕掛けますが相手投手に外され 1 点

差で最終回の守りに、千葉の先頭打者が気迫の右中間 3塁打そこからバッテリーエラーによって１－１

の同点、タイブレークでも相手の流れを止められず３－２のスコアで敗れ本大会２試合とも敗戦する結

果となりました。 

 この大会でも各県の足の速さ、投手のスピード、変化の鋭さ、身体の大きさ、スイングの速さそして

勝負に対する貪欲な姿勢など、多くを勉強させていただく場面がありました。そして何より各チームの

スタッフの意識の高さには驚かされる経験となりました。 

 選手の選考方法も各県大変厳しく、選手たちの野球に取り組む姿勢を拝見していると選出された選手

へのプレーに対する意識づけに至るまで各県を代表するにふさわしい立ち居振る舞いを感じました。

我々も北信越地区の代表意識をしっかりもって臨んだつもりですが改めて勉強させていただく場面が

多くありました。  

子供たちにも今回の大会を通じて全国大会のレベルの高さや自分たちに足りない点を強く感じて高

校へ進んでいってほしいと思いますが、長野県中学軟式野球に携わっている我々指導者も全国大会のレ

ベル、選手に養ってほしい技術や基礎体力など、他府県との差を強く感じて指導に取り組まなくてはと

痛感致しました。 子供たちに連れて行ってもらった舞台で私たちに足りないと感じたことをぜひ多く

の指導者の皆さまに伝達し、少しでも長野県の野球レベルが向上するように変わっていかなくてはなら

ないのではないかとこの大会を通じて感じさせていただくことができました。微力ではありますが長野

県野球界の発展のため精進してまいります。 

この度は誠にありがとうございました。 
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「第１７回ＧａｓＯｎｅカップ学童軟式野球選手権大会」 

ＴｅａｍＮが長野県代表として大会参加 

 

９月７日(土)～９月８日(日)にかけて「令和６年度 第１７回ＧａｓＯｎｅカップ学童軟式野球選手

権大会」が埼玉県さいたま市・戸田市・熊谷市で開催されました。参加チームは関東及びその近県の各都

道府県等代表チームで福島県、新潟県、長野県、松本市、静岡県（２）、茨城県、栃木県（２）、群馬県、

千葉県、東京都、山梨県、神奈川県、埼玉県（２）の合計１６チームでトーナメント方式での優勝を争う

大会です。ＴｅａｍＮは高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会マクドナルドトーナメント長野県大会で準

優勝し出場権を獲得、昨年に続き２年連続での出場となりました。 

ＴｅａｍＮは高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会マクドナルドトーナメントに出場し優勝を目指すこ

と及び各選手の技術力(考え方含む)向上を図り所属チームに戻った時に役立つ情報を提供することを目

的として設立された南長野地区中心の合同チームです。今年度の選手は西寺尾ライオンズ、御厨神宮少

年野球、二ツ柳柳沢地区少年野球の３チームで６年生１０名、５年生４名、合計１４名の活動となりまし

た。活動時間は基本、毎週日曜日の午後で各チームの練習時間に支障のない範囲で行いました。 

尚、ＴｅａｍＮのストロングポイントは次の通りです。 

１.目標が明確:長野県選手権制覇。 

２.明確な目標を持って集まった選手のため意識が高い。(さらに高める指導が容易) 

３.短時間での効率良い練習。(日曜各チーム活動後) 

４.全国レベルとの対戦(３月:東日本選抜)で県制覇に必要なレベルを肌で感じ目指す方向が定まる。

(選手、指導者、保護者) 

５.経験豊かな指導者陣。(勝てるチーム作りのエキスパート) 

６.このような環境でシーズンを過ごす選手の著しい成長。 

今年度は、前年１２月～２月に選手募集及び体験会実施し主に体育館で基礎練習中心に体の使い方に

ついて指導。３月に入り、３月３０日(土)～３１日(日)４月６日(土)に茨城県で開催される第２０回東

日本少年野球交流大会に向けグランドで練習を開始しました。本大会はマクドナルドトーナメントで準

優勝経験をもつ茎崎ファイターズ(茨城県)・不動パイレーツ(東京都)他、全国大会経験チーム及び茨城

県内ベスト１６のチームが出場、全３２チームの大会です。現状チームの実力とチームワークの醸成が

目的です。１回戦は茨城県の上中妻ニューフレンズと対戦し、初回から相手打線に掴まり１３－１での

敗退となりました。相手打線の攻撃力とアウトを取れるところを取れない守備の甘さが上記結果となっ

たと思います。この結果を受けて選手たちは宿舎に戻ると、選手自ら『素振りをしたい』との前向きな意

見があり、各個人毎に指導しスイングの矯正を図りました。その効果かわかりませんが、翌日の交流戦は

１４-８で桜川ツインズ(茨城県)、７－９で大宮パワーズ(埼玉県)に勝ち次のステップへ前日の反省が生

きた結果がでました。今大会感じたことは、上位進出チームの打者はスイングが速いということがわか

り各選手の意識が変わったと思います。 

そこで、北信大会に向けてチームの方向性と個々選手の強化ポイントについて指導者間での情報共有

を図りました。まず、打者についてはストライクゾーンの確認とコース別の打ち方、下半身主導のスイン

グの徹底。 
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守備については打球に対する入り方とグラブの使い方の確認。投手についてはスムーズな体重移動と割

の大切さ、間の取り方の指導と試合で投げられる選手育成が必要であることを確認しました。 

４月～５月に入ると正確に送球する練習とチーム内の連係プレー、試合を想定した打撃練習、特に３塁

走者がいる時に、いかに得点を取るかの方法について全員に徹底を図った。また、投手陣については試合

での相手バッターとの攻め方の確認をしました。 

いよいよ最大の目標である高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会マクドナルドトーナメントの北信大会

が５月１９日(日)に始まり２回戦で戸倉ファイターズと対戦２１－２(４回コールド)勝利、同日に代表

決定戦で緑ヶ丘・川合新田野球部と対戦８－５(５回時間切れ)勝利し長野県大会に進みました。 

北信大会代表決定戦の緑ヶ丘・川合新田野球部戦では 1 回表に四球から安打が絡んだ 6 点が試合を有利

に進められ勝利へ導いた要因だと思います。また、同時に対戦相手の緑ヶ丘・川合新田野球部の最後まで

諦めない精神力について当チームも見習いたいと思いました。 

いよいよ、高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会マクドナルドトーナメント長野県大会６月１５日(土)

～１６日(日)に開催されました。 

１回戦 

   1回 2回 3回 4回 5回 6回 計 

ＴｅａｍＮ 1 1 5 4 3  14 

丸子塩川 GLANZ (東信) 0 0 1 1 0  2 

本塁打１本、３塁打３本などで打線がつながり大量１４点取り５回コールドで勝利。 

２回戦 

   1回 2回 3回 4回 5回 6回 計 

神明コンドルズ(南信) 2 4 2 2   10 

ＴｅａｍＮ 0 8 4 ×   12 

６対０で迎えた２回裏に四球とヒット７本で一挙 8 点とり逆転、３回同点になるもその裏ヒット３本で

４点取り再逆転勝利。 

準決勝 

   1回 2回 3回 4回 5回 6回 計 

ＴｅａｍＮ 0 0 2 2 6  10 

飯田ファイブスターズ(南信) 1 1 2 0 1  5 

４対４で迎えた５回表に満塁本塁打などで一挙６点とり勝利。 

決 勝 

   1回 2回 3回 4回 5回 6回 計 

ＴｅａｍＮ 1 0 0 0 0  1 

塩尻ＢＢＣ(中信) 7 6 0 2 ×  15 

１回裏ヒット８本打たれ一挙 7 点取られ逆転、２回裏にも６点取られ完敗したが準優勝でＧａｓＯｎｅ

カップ出場権を獲得しました。 
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県大会は１回戦こそ点差が開きましたが、その後の２回戦、準決勝とも打撃戦になり勝負所で集中打が

でた方が勝利できる展開となり全員野球で何とか決勝に進むことができました。今年こそ優勝と望みま

したが投手陣が踏ん張れず大量失点を許し今年も準優勝に留まりましたが選手には「ケガ人がいる中、

本当によくやった。」と労いの言葉をかけました。 
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7月～８月は限られた時間の中、県大会の結果の反省を生かした練習と練習試合をしました。 

ＧａｓＯｎｅカップ調整を兼ねて第４３回長野県学童軟式野球選手権秋季大会(松井秀喜旗争奪第２０

回学童野球大会)８月２５日(日)から始まり、８月３１日(土)に２回戦でみゆき野ドリームと対戦１４－

０(５回コールド)勝利、９月１日(日)に３回戦で上水内ベースボールクラブ６－０(５回コールド時間切

れ) 勝利するも雨で準決勝以上９月７日(土)になりＧａｓＯｎｅカップと重複し辞退する事になる。 

今大会は県大会の結果に基づいた練習を生かすことができ２試合とも投打に圧倒できたと思います。 

９月７日(土)から 第１７回ＧａｓＯｎｅカップ学童軟式野球選手権大会が始まり１回戦ＴｅａｍＮ

は熊谷市のおふろcaféハレニワスタジアム熊谷で新潟県代表の両川スポーツ少年団との対戦となりまし

た。 

１回戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試合は、お互いに点の取り合う展開となりました。６対３で迎えた４回裏に小島君(西寺尾)の２打席連

続のホームランで同点、続く佐藤君(二ツ柳・柳沢)スリーベースヒット、平森君(御厨神宮)の内野安打で

逆転した５回表にワンアウトからヒット、外野のエラーでチャンスを作られ動揺しているところでダブ

ルスチールを決められる。そこで内野手の送球エラーで再逆転され敗退となりました。 

この試合は普段、捕球できていたフライを落球、送球エラーがでた後に長打を打たれる展開となり自分

達のペースが掴むことができずに終わった合同チーム最後の試合となりました。 

試合には敗れましたが、新チーム結成時に比べて選手一人ひとりの成長が著しく６年生は中学生で野球

を継続してほしいし５年生は最終学年で有終の美を飾れるよう頑張って下さい。 

最後に選手諸君お疲れ様でした。また、保護者の皆様及び関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 

今年の反省を生かし、来年こそはもう一段高みを目指し頑張っていきたいと思います。 
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目安

1 2 3 4 6 7 10
基本動作の学習・習得

基本動作の拡大と修正

あそび野球等の経験

競技専門化と

大会参加

潜在能力の顕在化

※顕在化：明らかになる
経験と達成

突破と報酬

（ブレークスルー）
持続的な成功

定義

イメージ

思い 無欲
いろいろなことを
やってみたい

野球は楽しい もっとうまくなりたい
日の丸を付けたい
世界で活躍したい

トップレベルの力が

ついてきた
世界トップ選手になりたい
野球で世に貢献したい

内容

①身体的能力や応用力を確立し始め

る。

②走る、投げる、捕る等の基本的運

動動作を学習、実践し動作を習得す

る。

③用具を使えるか。

①幅広い運動形態を経験すること

で、より円滑な動作を定着させる。

②スポーツに関わらず、自由な遊び

や練習大会等の経験に触れることで、

ステップ１で習得した基本的動作技術

を高め、洗練させる。

③どの種目においても、ルールに

沿ったプレーができる。

①タイプ１・２段階で取得した基本

的運動技術を、年齢に適したルールや

習慣の中で専門的に適合する。

②専門的なトレーニングや技術発

達、公式大会出場に関連することが多

く、クラブや学校それ以外の場所で養

われる。

③小学生やシニア大会優勝を目指す

65歳以上の選手も含む。

①天賦の才能や能力・適正を明らか

にするため、身体的、生理的、運動学

的な観点から競技力向上における将来

の可能性を見出す。

②自推を含む公式または非公式な発

掘イベントを通して潜在能力を顕在化

する可能性がる。

①継続的なトレーニングとトレーニ

ング量が競技力向上に重要な目標達成

につながる可能性がある（意図的な練

習）

（日本代表に向けた練習）

※年代、カテゴリー別県選抜選手

①年代別代表や奨学金、兵役等の重

要な基準を達成する、パフォーマンス

が躍進する。

②タイプ４段階に達すると（タイプ

８以上の段階に達する可能性が高くな

るため）、研究機関や大学、競技団

体、クラブによる支援が増す。

※各年代、カテゴリーの日本代表とな

り他国選抜選手と戦う。

①メダル獲得またはリーグ優勝とい

うステップ９段階を４年周期で１回以

上にわたって達成し続ける。

②長年にわたりゲームに良い影響を

与え、リーグ最優秀選手といった栄誉

を得る。

※MBLトップ選手として活躍

※NPBトップ選手として活躍

保護者、兄弟、家族、友人、遊び仲間 保護者、コーチ、教師、友人、 クラブ、コーチ、教師、専門家、自分

専門家、競技団体、クラブ、学校、自分 競技団体、クラブ、アスリート、コーチ
アスリート、スポーツ統括機関、競技団

体、クラブ、コーチ

アスリート、コーチ、スポーツ統括機

関、競技団体

―

①長野県版「ミニゲーム」やＴボー

ルを中心に楽しむことを味わう。

②他スポーツ大会参加。

①原則、1ﾁｰﾑ年間100試合を上限とす

る。
②指導者は、「障害予防」と「ピー

キング指導」等を考慮し、大会参加数
を調整する。

投げる
①指導ではなく、「投げる」経験重

視。
①長野県投球マニュアルの活用。

捕る 指導ではなく、「捕る」経験重視。 安全かつ合理的な捕球技術の徹底

打つ
①指導ではなく、「バットを以って

ボールを打つ」経験重視。

②神経系の発達重視。

各指導者による。

走る
①「鬼ごっこ」等の遊びの中で走

る。

②素走りをさせない。

①理論に基づいたフォーム指導。

②量ではなく、正しい走塁指導。

― ―

①大会（各団体規定による）

②練習（ピッチスマート、軟連規定

の徹底）

― ― 原属、1日1試合まで

― ― ―

親子で運動遊びや動物模倣動作遊びなど

で運動体験を通して楽しさを知る

スポーツの価値やアンチ・ドーピングを

知る機会する

野球を知る1

投打補走に対する内省（それぞれの面白

かったところと，自分が得意だと思った

ものを明確化）

野球を知る2

対人スキル獲得と観察学習とモデリング

（投打補走について他のメンバーの良い

ところを観察し，見つけてミーティング

で発表する。それを練習で模倣する。で

きなければ，本人に教えてもらったりし

て，全体でうまくなれるように働きかけ

る）

自分を知る

①目標設定

②ゲームでパフォーマンスを発揮したと

きの条件（身体的・技術的・心理的・環

境的）の分析

身体的スキル向上期

ステージ3に加え

①練習日誌（練習の振り返りと課題の発

見）

②ルーティーンの確認と実行

身-心-技の統合2

ステージ3-5に加え

①スランプとプラトーの理解と対処法の

模索

身-心-技の統合3

ステージ3-6に加え

①競技哲学の（再）構築

②必要ならば心理の専門家（カウンセ

ラー，スポーツメンタルトレーニング指

導士など）と定期的な面談

世界で戦うためのメンタリティの開拓

ステージ3-9に加え

①自身の目標を達成できているのかにつ

いて検討

②身-心-技のブラッシュアップ

③スランプに備えた対策

引退を視野に入れた場合には後同時に悔

のない行動とその後のキャリアについて

視野に入れる

― ―

①古典力学等の物理学に触れ、野球を科

学的な面から知る。

②セイバーメトリクスに触れ、野球の統

計学的な面を知る。

各団体規定による

各指導者による

①成年トップ代表、またはプロ入りを

実現する。

（侍ｼﾞｬﾊﾟﾝ代表、NPB選手、社会人野球

日本代表）

※ＷＢＣ代表となる。

※オリンピック代表となる。

※BCリーグ、社会人野球においてレ

ギュラーとして活躍する。

①世界選手権やオリンピック、ワール

ド・ベイスボール・クラシック等主要

な大会でのメダル獲得やMBL入団、NPB

リーグで優勝する。（侍ジャパンレ

ギュラー、NPBレギュラー選手、MBL選

手）

アスリート、コーチ、スポーツ統括機関、

競技団体

アスリート、コーチ、スポーツ統括機関、

競技団体

―

各団体規定による

―

原則、1日1試合のみ

各指導者による 各指導者による

各指導者による 各指導者による

①大会（各団体規定による）

②練習（ピッチスマート参考）
各団体規定による

各団体規定による

①筋肉量の増大

②最大筋力の向上（１RM）

③パワー開発の為の準備

④競技特性に応じたコーディネーション能力の開発とその精

度の向上

⑤筋力の競技動作への転移・転化

⑥加速〜減速〜ストップ〜方向転換の連結能力の開発

①競技特性に応じた専門的筋力の開発

②最大筋力の向上

③高重量–低速度域、中強度–中速度域、低強度–高速度域領域における爆発的パワーの開発

④スタート筋力、RFDの開発（爆発的パワー・力の立上り率）

⑤捻転パワーの開発

⑥中・長期的計画の理論体系の理解と実践

⑦大大会に向けた調整方法の理解（ピーキングとテーパリングのコントロール）

⑧個体のスキル特性、戦略などに応じたトレーニングと実践

①必要な傷害予防と管理。グループセッションを通しての栄

養教育。

②パフォーマンス強化物質の教育。

③根本的な動き／筋骨格スクリーニング（動作力学または同

様なモデル）。

①メディカル、理学療法的スクリーニングテスト（関節およ

び脊椎の安定性。）

②根本的な動き／筋骨格スクリーニング（動作力学または同

様なモデル）。

③必要な傷害予防介入。

④必要な傷害管理。

⑤個人およびグループでの栄養教育。

⑥パフォーマンス強化物質の教育。

①メディカル、理学療法的スクリーニングテスト（関節およ

び脊椎の安定性。）

②根本的な動き／筋骨格スクリーニング（動作力学または同

様なモデル）。

③高度な個々の傷害予防戦略。

④高度な個々の傷害管理。

⑤高度な個々の栄養管理。

⑥パフォーマンス強化物質の教育。

①メディカル、理学療法的スクリーニングテスト（関節および脊椎の安定性。）

②根本的な動き／筋骨格スクリーニング（動作力学または同様なモデル）。

③高度な個々の傷害予防戦略。

④高度な個々の傷害管理。

⑤高度な個々の栄養管理。

⑥パフォーマンス強化物質の教育。

②遊びの要素を取り入れた運動

②スポーツ全般に共通する基本動作の体験・学習

基本動作：蹴る/走る・切り替かえる/跳ぶ・着地する/捕球する/打つ/投げる/ボー

ルをつく/回る・ひねる/バランスをとる

①コーディネーション７つの能力を高めるためのトレーニン

グを実施

能力概要：定位・識別・反応・変換・連結・リズム・バランス

能力

②基本姿勢の形成（静的）

基本姿勢：パワーポジション（両脚・片足）

③体重支持能力の開発

④体軸の形成

⑤軸と体重心の操作能力の向上

①クラムジーの理解と修正

＜クラムジー（英語：Clumsy）とは…＞

不器用な、ぎこちないという意味を持つ。急激に身体が成長す

る第二次性徴期に身体と感覚のバランスが崩れ、以前に習得し

た技術を思うように発揮できなくなる時期

②筋力トレーニングの準備（自体重を支える為のコアの強化

とウェイトトレーニングの準備としてのフォーム作り）

「スポーツの精神（spirit of sport）」を理解し、スポーツの価値や行動力を育む

競技スポーツをする人が注意すべきことの理解

アスリートとして知っておくべき基本的なアンチ・ドーピングに関する情報の収集とその方法を身につける。

 主に規則（ルール）に関すること。

ＴＵＥの手続き方法など

自身が模範となり、アンチ、ドーピングの情報発信をできる。
アスリートは自分がクリーンであることを証明するために、い
つでもどこでも検査に対応する責務を理解し、実践する。
ジュニアに対して指導し、模範となる様行動する

身-心-技の統合1

ステージ3-4に加え，

①リラクセーション技法の習得と実践

①食への関与

　自我の目覚め。基本的かつ実践的な知識を身につける。中学生ころまでに栄養摂取に関する正しい知識を学び、各栄養素がど

んな食品に含まれているか、具体的な食事調整はどのように行うのかなど。正しい食事のとり方や栄養の知識を身につけさせる

ことは保護者・指導者の務めともいえる。徐々に自己管理能力を身につける。食習慣の育成・栄養教育・健康関連教育。

①食への関与

　食事の自立。食事も含めた自己管理で競技力を高める。自分の理想と現実にギャップが生じる。ギャップを埋める手段がトレーニングであり、食事である。自分がなり

たい身体をイメージし、自分の習慣やクセ、食生活のパターンを洗い出してみる。自分の大まかな競技計画を立ててみることを勧める。「試合期」「トレーニング期」

「休息期」と期分けをすることで、どの時期に自分はどんな身体でいるべきか見えてくる。ボディーイメージと長期計画を明確にすることは競技を続けていく上では欠か

せないことである。

調整
（コンディショニング）

　　　　　＜主に8歳未満＞

①バランス感覚

②敏捷性

③反射能力　等の向上

④多種多様な運動（競技）や

ゲーム・遊びを通して体を動か

すことの楽しさを学ぶ時期

⑤具体的な遊びのメニューを提

示

　　　　　　　　　　　　＜9～10才　　　11～12才＞

①自分の体を知る時期

②自分の感覚で感じ取る時期

③様々な体の感覚や発達発育を促す

　　体の軸を知る

　　柔軟性を高める

これらの具体的な運動　トレーニングメニューの提示

　　　　　　　　　　　＜中学生から高校生の前半＞

①自分の体性感覚をさらに磨いていく時期

 　中1から　セルフケアの意識を導入

 　中2　　　セルフケア実践

 　中3　　　セルフケアの完成

②自分自身で自分体をコントロール

③食事のケア（重要性を認識させる）

④中学生ではどこか痛みが無いかチェック

　　（故障予防のスクリーニング）

これらの具体的な運動　トレーニングメニューの提示

　　　　　　　　　　　　　＜高校後半から大学＞

①自己管理の完成

②パフォーマンスを向上させることを目的とした　コンディショ

ニン

これらの具体的な運動　トレーニングメニューの提示

―

①食への関与

　保護者が適切な食事を提供しなければならない。ジュニア選手育成の大原則として健全な発育・発達を阻害するようなこと

は絶対に避けなけらばならない。適度な量と負荷のトレーニングであることに加え運動量に見合うエネルギー、栄養素を食事

から摂取し十分な休養をとらせることが大切。保護者の関与と影響が大変大きい。食習慣の育成期。

心理学

（メンタル）

科学

①数学、統計的知識を得て、ワード、エクセル、パワーポイ

ント、映像ファイル整理といった作業を行うことができる。

①ハイパフォーマンス選手の動作を観察し、優れていると思

われる点を抽出し、他者に論理的に説明することができる。

①自身の目指す動作について、ツールを使って客観視でき、

どうすれば動作改善ができるか自己で導くことができる。

①自己分析を正確に行い、どのスポーツ科学専門家と連携すれば、パフォーマンス向上に繋がるかどうか

の適切な判断が行える。

②スポーツ科学の専門家から得た情報を、解釈でき、パフォーマンス向上のための方策に直結させること

ができる。

世界で戦えるメンタリティの獲得

ステージ3-7に加え

①マスコミ対策

世界で戦えるメンタリティの維持

ステージ3-8に加え

①“だれのために”“何のために”プレーをす

るのかについて（再）明確化

基　　礎 　者 選抜候補者 国際選抜者（成年）
幼児～小学校6年生or65歳以上のシニア ～大学生 高校生～プロ野球選手ｏｒメジャーリーガー

5 8 9段　階

ステージ

才能の検証（確認） 国際大会の代表 成功

ジュニアの競技参加 潜在能力の発展 表彰台の潜在能力 表彰台

世界で勝ちたい 世界で１番になりたい

潜在能力の芽生え 潜在能力の顕在化

私は本当に野球に

向いているのだろうか

①専門技術の習得、関わり（約束）、

意欲、）、成長思考、自己管理等の適

性を明らかにするため、観察・試用期

間を設ける。

②明確な目標値（基準）と比較して能

力を検証する。

※将来の日本代表候補。

コーチ、専門家、競技団体、クラブ、学校

スポーツ庁、長野県運動部活動規定による

「遊ボール松本」プログラムへ

の問合せ

スポーツ庁、長野県運動部活動規定による

各団体規定による

①平日2時間以内

②休日3時間以内

①平日2時間以内　目安

   ②休日3時間以内　　目安
効率的かつ合理的な時間

長野県投球マニュアル参考

各指導者による

練習

技術

投手

捕手

医学

身体

（フィジカル）

競技者

指導者

休養

試合

栄養

禁止薬物使用

（アンチ・ドービ

ング）

長野県野球育成枠組み

※ライセンス取得の推奨

※褒めることを重視し、否定語を使わない。
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